
令和２年度　上下水道局　当初予算の概要 資料２

事業運営コンセプト ５つの大綱　主要事業

予算編成コンセプト

Ⅲ 持続 ＜持続可能な経営基盤の確立＞

①適正な料金・使用料水準の維持

⇒料金・使用料の算定（算定期間4年 2021～24）

②上下水道局施設最適化（アセットマネジメント）
（北庁舎解体、下水道管理センター遊休資産撤去等）

③水道料金等徴収業務委託（委託期間5年 2020～24）

④小水力発電事業（官民連携）

Ⅰ 安全・安心 ＜安全で安心な社会基盤の整備＞

①水道水放射性物質モニタリング検査事業

②鉛給水管対策事業

③★公共下水道雨水対策整備事業

（水位計・流向計・Webカメラ設置、可搬式排水ポンプ導入

排水ポンプ設置、浸水ハザードマップ配付）

④★雨水貯留施設等整備事業
（赤木貯留管、図景貯留管、小原田貯留管、麓山導水管

下水道管理センター増設ポンプ等）

Ⅱ 安定・強靭 ＜災害に強いライフラインの確立＞

①配水幹線更新・管網整備事業

②浄水施設更新事業

（★堀口耐震設計、熱海施設更新・土砂災害対策工事）

③（下水道）本管改良事業

④（下水道）施設改良事業

⑤（農 集）施設改良事業

⑥水道施設強靭化事業
（西部第二工業団地）

Ⅴ 循環 ＜環境に配慮した水循環の形成＞

①公共下水道汚水処理施設整備事業

②特定環境保全公共下水道整備事業

③浄化槽汚水処理対策補助事業（再掲）

④猪苗代湖の水を守りたい事業

Ⅳ 快適 ＜より快適な市民生活の実現＞

①水道料金等徴収業務委託事業（再掲）

②未給水地区解消事業

③下水道等普及促進事業

④特定環境保全公共下水道接続補助事業

⑤浄化槽汚水処理対策補助事業

Ⅰ 安全・安心
○安全で安心な

社会基盤の整備

⇒安全な水道水、

浸水被害の軽減

Ⅱ 安定・強靭
○災害に強いライフラインの確立

⇒災害への対応、耐震化

Ⅲ 持続
○持続可能な経営基盤の確立

⇒経営の効率化、適切な資産管理の推進

Ⅳ 快適
○より快適な市民生活の実現

⇒市民サービスの向上、普及促進

Ⅴ 循環
○環境に配慮した水循環

の形成

⇒水質保全のための

取組み

<上下水道ビジョン基本理念>

次世代へつなぐ持続可能な水循環社会の創造
ー５つの大綱に基づく事業運営ー

令和２年度当初予算 349.6億円（0.4％増）
 ・水道事業会計 129.4億円（ 1.2％増） 
 ・工業用水道事業会計 1.0億円（ 0.6％減） 
 ・下水道事業会計 206.1億円（ 0.5％減） 
 ・農業集落排水事業会計 12.4億円（10.5％増） 
 ・一般会計（浄化槽事業） 0.7億円（11.3％減） 

【2020・上下水道局一丁目一番地】
●持続可能な経営体制の構築

①経営計画 ⇒上下水道ビジョンの推進

水需要減少を見据えた経営戦略の見直し

②料金・使用料 ⇒適正な料金・使用料の算定

③資産の有効活用・適正管理 ⇒アセットマネジメントの推進

★気候変動等に伴う大規模災害への対応

①施設耐震化 ⇒浄水施設等耐震化の推進（堀口浄水場等）

②土砂災害対策 ⇒土砂災害対策の推進（熱海浄水場）

③浸水被害対策 ⇒ゲリラ豪雨対策９年プランの推進

浸水対策事業の拡充
（ICT/IoT活用、雨水ポンプ設置・増設、可搬式排水ポンプ導入等）

【上下水道事業関連計画】

●市・局の計画

・郡山市まちづくり基本指針

・郡山市上下水道ビジョン(2020年度～2029年度)

（水道事業経営戦略 水道施設更新・長寿命化計画）

（下水道事業経営戦略 下水道施設長寿命化基本計画）

●国・県の計画
・水循環基本計画
・新水道ビジョン
・新下水道ビジョン
・福島県水道整備基本構想
・ふくしまの美しい水環境整備構想

【上下水道局をとりまく課題】
・弾力性のある経営、その基盤確保、持続性の確保

・社会動態の変動や節水型社会による水需要の減少

・気候変動等により頻発する大規模災害への対応

・水環境の保全

【予算編成コンセプト】
事業運営コンセプトに基づき

ICT・IoT、民間活力、大学を活用した

ＳＤＧｓ、セーフコミュニティ推進のための

気候変動対応型予算の編成

◎水循環基本法
◎水道法
◎下水道法
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★公共下水道雨水対策整備事業（705,406千円）
○未給水地区解消事業（429,990千円） ・112号雨水幹線（管渠整備　L=181ｍ） ○本管・施設改良事業（177,122千円）

・配水管布設工事等（L=10,695m） ・168号雨水幹線流入管(管渠整備　L=35ｍ) ・三町目地区
○配水幹線更新事業（468,200千円） ・センシングシステム水位計設置工事 ○汚水処理施設整備事業（1,673,236千円） 施設改築工事

・配水幹線更新工事等（喜久田町卸一丁目、三穂田町山口 ・流向計設置工事 ・面整備：25ha（喜久田町菖蒲池､堀之内、 ・片平地区
　　　　　　　　　　L=1,710m） ・Webカメラ設置工事 　　　　八山田（南）） 施設改築等実施設計委託

○配水管網整備事業（1,642,800千円） ・水門町ポンプ場長寿命化改築工事 ・詳細設計：（八山田（北）） ・ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ場遠隔監視ｼｽﾃﾑ設置工事
・配水管更新・改良工事等（市内各所　L=5,243m） ・五輪下樋門排水ポンプ設置工事 ・未普及路線整備：（大槻町字三角田地内等) ・管改築工事（三穂田町　L=80ｍ）

○浄水場設備更新事業（430,696千円） ・止水板設置補助 ・汚水桝設置工事委託 ●維持管理費等（202,355千円）※給与費含む
・堀口、熱海、荒井浄水場各種設備更新 ★雨水貯留施設等整備事業（3,044,507千円） ○流域下水道建設事業（57,725千円）
★堀口施設耐震設計委託、熱海施設更新・土砂災害対策工事 ・赤木貯留管、図景貯留管、小原田貯留管、

○水道施設強靭化事業（西部第二工業団地）（842,000千円） 　麓山導水管
・配水管布設 L=1,300m　中継ポンプ場・配水池整備 ・6号幹線放流管等

・下水道管理センター増設ポンプ工事 ･減価償却費･資産減耗費（388,963千円）
○鉛給水管対策事業（201,726千円） ★雨水流出抑制施設等整備事業（10,110千円） ○特定環境保全公共下水道管渠建設事業 ･企業債利息（80,952千円）
○水道水放射性物質モニタリング検査事業（5,656千円） ・雨水活用補助金(浄化槽転用、雨水浸透ます) ・面整備：3ha(中浜地区) （106,321千円） ･過年度損益修正損（205千円）
○猪苗代湖の水を守りたい事業（1,217千円） ★事業認可等計画策定事業（20,390千円） ○終末処理施設建設事業（820千円）

★固定資産購入費（32,280千円） ★浄化槽雨水貯留施設転用事業（250千円）
●維持管理費等（3,405,566千円）※給与費含む ・排水ポンプ、救命ボート等

★無線設備更新事業　※移動IP無線 ○維持管理費等(272,131千円) ※給与費含む
・上下水道局北庁舎撤去（アセットマネジメント） ★浸水ハザードマップ配付物作成業務委託 ○受益者負担金等徴収事業（3,546千円）

●維持管理費等（3,075,009千円）※給与費含む
●その他工事及び固定資産購入費等（1,055,855千円）※給与費含む

・上下水道局庁舎空調設備改修工事 ○浄化槽事業（70,274千円）
・浄化槽設置整備事業補助金
・浄化槽維持管理費補助金

･減価償却費･資産減耗費（2,960,913千円）
･企業債利息（201,861千円）
･消費税、予備費等（215,863千円）

●職員厚生費（25,800千円）
●浄化槽対策費（23,579千円）

●維持管理費等（85,295千円）※給与費含む ●上水道費（12,559千円）
●農業集落排水事業（540,565千円）

○企業債償還元金（1,610千円）４条 ●工業用水道費（31,791千円）
●公共下水道費（5,350,093千円）

○減価償却費等（11,217千円）３条 ●消防防災費（35,052千円）

○減価償却費等（470,120千円）３条

（1,457,263千円）

○企業債償還元金（385,465千円）４条

②企業債償還元金（1,078,934千円）４条
③減価償却費等（3,378,637千円）３条

下水道事業 20,612,068千円（①＋②＋③＋④＋⑤）
農業集落排水事業

一般会計 浄化槽事業

70,274千円
③本管・施設改良事業等（500,767千円）

④ 企業債償還元金（5,306,441千円）４条

⑤ 減価償却費等（5,803,129千円）３・４条

①雨水事業（4,084,824千円） ②汚水事業（4,916,907千円）

○減価償却費（4,366,099千円） ○企業債利息（1,015,777千円） ○消費税（125,422千円）

○資産減耗費（288,605千円） ○特別損失（6,726千円） ○その他資本的支出（500千円）

・下水道管理センター遊休施設解体工事（216,064千円）（アセットマネジメント）

○本管改良事業（152,229千円）

・ストックマネジメント事業（中部第二：管更生等） ・下水道管布設・更生・改築工事

○施設改良事業（17,297千円）

・マンホールポンプ場遠隔監視システム設置工事 ・マンホールポンプ場改修工事

・下水道管理センター沈砂池設備改築実施設計委託

●給与費（331,241千円）

令和２年度 上下水道局当初予算 34,956,803千円 （令和元年度 34,804,447千円 0.4％増 152,356千円）

①水道事業

（8,483,706千円）

水道事業 12,941,277千円（①＋②＋③）

工業用水道事業 98,122千円

◆公共下水道

◆特定環境保全公共下水道

令和２年度 上下水道局当初予算 事業・セグメント別フレーム

（参考）一般会計繰出金

6,019,439千円

水道料金 7,734,332千円（85,384）

下水道使用料 4,363,118千円（7,422） 農集使用料 137,015千円（△178）

工水料金

52,978千円

（△2,763）

★気候変動対応型予算 3,945,136千円（水道 119,883千円 下水道 3,825,253千円）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市内 10 箇所の通信状況や水量データなどを検証し、導入に向けた基礎データを収集する。 

①市内での通信品質の検証       ②漏水監視サービスの検証 

③市民への水量情報の提供      ④導入費用の検証 

３今回の実証実験の目的と内容 

令和２年１月から令和２年９月３０日まで 

アズビル金門㈱と

の共同実証実験 
実証実験開始 

令和２年１月末 令和２年９月末 

実績 

報告 

２スケジュール 

スマートメーター実証実験の実施について 

①スマートメーターの価格の低廉化 

②スマートメーターの仕様の標準化 

③電気、ガス事業者との共同利用等 

５検討事項 

通信キャリア 
ネットワーク 

インターネット 
水道メーターBOX 内 

業務効率化と利用者サービスの向上のため、無線通信により水道使用量等を自動で検針 
することができるスマートメーターの実証実験を行います。 

アズビル金門株式会社と郡山市上下水道局が共同で実施し、市内 10 箇所において、通信
状況や水量データ等を検証し、今後の導入に向けた基礎データとして活用いたします。 

１概要 

設置家庭等で水道情報を

随時確認が可能 

無線通信により各設置箇

所の漏水監視及び、水道使

用水量等を自動検針 

①一般住宅  ：豊田町、久留米、安原町、 
（８か所）    安積町、逢瀬町、熱海町、田村町、西田町 
②集合住宅  ：堤二丁目 
③大口利用者 ：熱海行政センターほっとあたみ（40mm） 

４設置予定場所（10 件） 

①通信品質は良好。データの欠損なし。 

②漏水監視サービスにより、利用者の漏水を早期発見し、修繕した。 

③２月から使用量レポートを利用者に配布。 

６現在の状況 

102044
テキストボックス
お客様サービス課

102044
ノート注釈
102044 : Unmarked

102044
ノート注釈
102044 : Marked
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 下水道保全課 



事業名 事業概要 担当課

スマートメーター実証実験

　無線通信により水道使用量等を自動で検針することができるスマートメー
ターの実証実験を行っている。
　水道技術センターが実施する「Ａ－Ｓｍａｒｔプロジェクト」に参加し、情
報収集を行う。また、東北電力との共同検針について、実証実験も視野に入
れ、協議を進める。

お客様サービス課

未給水地区解消事業

計画給水区域内で、水道水が給水されていない地区（未給水地区）である西田
町高野地区及び三町目上地区において、地下水等の枯渇などにより生活用水の
確保が困難等の理由から水道施設の整備を実施し、地区の公衆衛生の向上と生
活環境の改善を図る。

水道施設課

浄水場設備更新事業
堀口・熱海・荒井各浄水場の設備等の更新を実施し、適切な維持管理を図るこ
とにより、水道水の安定供給に努める。

浄水課

雨水貯留施設等整備事業
（ゲリラ豪雨対策9年プラン）

これまでの計画降雨（時間雨量50㎜/h）を超過する局所的な豪雨等、雨水流出
量の増大による浸水被害を軽減するため、郡山市ゲリラ豪雨対策９年プランで
は、近年の雨の中で浸水被害規模が大きかった平成22年７月６日の対象降雨の
降雨量74㎜/h（80年確率降雨）を目標設定しており、そのうちの降雨量58㎜/h
に対して、雨水貯留施設等のハード整備を行う。
また、ハード対策整備で対象とする降雨量58㎜/hを上回る74㎜/hにおいては、
下水道管理者による情報提供、地域住民による土嚢・止水板設置など、それぞ
れの主体が対策を実施することにより、市街地の浸水深を機能保全水深にとど
め、被害をできるだけ小さくする。

下水道整備課

下水道管理センター最適化事業
県中流域下水道への接続に伴い、下水道管理センター内に発生した遊休施設を
計画的に解体するとともに、センター内の老朽化施設の更新について、検討す
る。

下水道保全課

主要事業について


